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叩目文様３A・７型が圧倒的に多い。
　全体的にみると，大寺山地区（北側）では，叩目文様
１B型・３A型・７型が多く出土している。したがって，
それらの叩目文様を焼成した瓦窯群が南北二列に位置し
ていたと思われる（岡本2021）。そして，礎石建物や排
水施設は，これらの窯に伴うものであると考えられる。
上の山地区では，叩目文様１B型・１C型・５A型・５B
型が多く出土している。
　刻印瓦を叩目文様別に集成すると，同一刻印の中に数
種の叩目文様をもつものがみられる。叩目文様１C型・
５A型・５B−１型と３A・７型と１D型・３A型の３グ
ループである。
　刻印は，事務系官人が工人の仕事量を把握するのに使
用する検印であるとすると，それぞれのグループは同じ
時期のものと考えることもできる。
４．調査成果からみた叩目文様の
時系列
　叩目文様１型・７型は操業初期のものとして，叩目
文様３A・５A・７型がともに出土していることから，
３A・５A型も比較的古い部類に入るものと思われる。
　一つの瓦窯の焼成した瓦と分焔牀使用瓦の関係から，
叩目文様１A型・１B型・３A型は６型より古く，１A
型は４型より古い。
　遺構の分布と切り合い関係から，叩目文様２・３A型
は４型・６型より古く，４型は６型より古い。
　刻印瓦の叩目文様をみると叩目文様１C型・５A型・
５B−１型と３A・７型と１D型・３A型が同じ時期のも
のと考えられる。
　したがって，叩目文様１型・７型，３A型・５A型，
５B型，２型，４型，６型の順に新しくなると思われる。
ただし，１型は４種あり比較的継続して続くようであ
る。
５．まとめ
　瓦窯と瓦の叩目文様との関係から叩目文様の時系列を
検討した。
　操業当初は，大寺山地区北側で叩目文様１型と７型
を，上の山地区北斜面で叩目文様１型を焼成したと考え
られる。その後，大寺山地区では叩目文様３型そして２
型を，上の山地区では５型を焼成する窯が追加，さらに
大寺山地区では叩目文様４型・６型と順に南へ瓦窯が築
造されたと思われる。
　令和三（2021）年五月から，万富東大寺瓦窯跡の発掘
調査が岡山市教育委員会によって行われている。大寺山
の南部分の南北に並ぶ瓦窯の位置が再確認され，改めて
大規模な瓦生産地であることを知らしめた。さらなる調
査成果に期待したい。
【註】
１）平成七（1995）年に，この窯のすぐ東で墓地造成が行われ，
分焔牀（条数不明）が確認されている。
【図版出典】
図１　東大寺軒丸瓦（瀬戸町郷土館蔵）
図２　万富東大寺瓦窯跡と周辺遺跡　筆者作成
図３　万富東大寺瓦窯跡の遺構配置図　筆者作成
図４　平瓦叩目文様分類図（岡本ほか2003より転載）
図５　東大寺刻印瓦（瀬戸町郷土館蔵）
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